


















16世紀か ら17世紀にかけての時期 は,ち ょうどヨーロッパの大航海時代 にあた り,そ の先
頭を切ってポル トガル人やスペイン人が,交易やキ リスト教布教の目的のため我が国に訪れた。




絵とは,主 に武家を中心とした新興の階層の美意識を反映 した蒔絵装飾で,従 来の高蒔絵を用
いて古典の一場面をあらわ した貴族趣味の蒔絵 とは異なり,黒漆塗の地に平蒔絵を施 した簡潔
明快なものである。特徴 として,技 法的には,描割,付 描,針 描,絵梨地などを加えてお り,
意匠には,秋草などの植物を描いた ものの他,菊 や桐などの紋散 らしや,蔓 草 唐草類などを
多 く使 っている。また器面を雷光形に区切り,一方を梨地,他 方を黒地にして対比の美をみせ
る片身替 もその特徴の一っである。
桃山様式の輸出漆器(以 下 「輸出漆器」)は,高台寺蒔絵と同様に,黒漆塗 に平蒔絵を基調
としている。意匠に秋草などの植物図様を積極的に用いており,器物の背面や側面の見えにく





南蛮唐草などで縁取りして,そ のなかに文様を充填させるというような独特の表現 も有 してい
る。このような表現は,ヨーロッパ人の趣好を反映 したものと想定するが,こ のうち蒔絵と螺
鈿の併用に関 しては,平安 ・鎌倉時代の漆芸にはみ られた装飾技法であったにもかかわらず,
その後途絶え,桃 山時代には輸出漆器を除いてほとんどみられなくなっていたのである。
ところが,近 年いくっかの展覧会を通 して,桃 山時代に国内向けに製作されたと認あられる
平蒔絵と螺鈿を併用 した漆器が紹介されるようになった。小稿では,そのなかか ら 《立葵蒔絵




《立葵蒔絵螺鈿箏》(以下 「本箏」 と省略する)〔図1〕 は,現在,佐 賀県多久市郷土資料館
に収蔵されており,龍甲裏に 「天正五年(1577)霜月十八日」の銘 〔図2〕 が記 されている。









葉脈などの線描表現には,針描 ・付描 ・描割が用いられている。詳 しく述べると,金平蒔絵の
部分には,針描と描割。絵梨地,螺 鈿の部分に金付描が施 されている 〔図3〕。蒔絵が摩滅 し
た部分をみると,絵 漆による丁寧 な下描線がみえる。っが いの蝶は,金 平蒔絵 と密な絵梨













龍頭 には,っ が いの亀 が描 かれて い る
〔図6〕。外枠 は雷文繋で縁取 られ,そ の内
側の四隅には唐草文が施されている。 この
唐草文 は龍角 ・雲角 ・箏柱 にもみ られる。
技法 は,金平蒔絵を基調としているものの,




現されている。 また,柏 形部 には龍甲部の
側面と同様の梨地が施 されている。 この龍




入れている4)。また,龍 甲部 は,高 台
寺蒔絵の技法 に即 しなが らも,螺 鈿
















っけられている。表面全体には黒漆が塗 られ,軸部背面を除き,各面に蒔絵が施 され,ま た部
図 ア 秀吉木像入り蒔絵螺鈿厨子(理智院所蔵)




屋根の正面 〔図8〕,側面,背 面 〔図9〕 の四面全体に,菊 ・桐紋の蒔絵 と螺鈿を散 らして
いる。おそ らく菊 ・桐紋 は,豊臣家の象徴であることか ら,秀吉を祀 った本厨子に採 り入れら
れたと考え られる。蒔絵技法 は金 ・銀の平蒔絵と絵梨地であ らわ し,花弁や葉脈などの線描表
現 には,針描 と付描が用いられている。また螺鈿に関 しては,整形があらく,蒔絵と関係なく






し,線描には針描 と付描を用いている。また,不整形の螺鈿を任意に散 らしている 〔図10〕。
扉
観音開きの扉には,桔 梗唐草が描かれている。
蒔絵技法は,桔 梗の花 と葉の部分を金平蒔絵 と絵
梨地で巧みにあらわ し,輪 郭線 には金蒔絵の付描
を行 っている。 またここには螺鈿の使用 は認 めら
れない7)。
基 壇
基壇 は,二重構造 になってお り,基 壇の正面,
両側面には上方に五つの桔梗紋,下 方に二っの春
草図がそれぞれ描かれている。桔梗紋 は,本 厨子
の奉納者 と推測 される桑山重晴の家紋であ ること
から採 り入れられたと思われる。次に,蒔 絵技法
をみると,桔梗紋には金平蒔絵 と絵梨地 と金付描








図11軸 部側面(夕 顔図) 図72同(葡 萄棚図)
また両者 に施 されている螺鈿 も,屋 根,
軸部 と同様の表現である 〔図13〕。




本厨子 も本箏 と同様に蒔絵 と螺鈿を併
用 しているが,そ の表現方法は,本 箏に
図13同(葡萄棚図 部分)
比べるとおおらかである。また,背面や側面などの実際みえない部分には,金以外の金属粉の
多用が目立ち,側面に蔓草類(葡 萄と夕顔)を 配 している点なども,輸出漆器の表現方法と類
似する点が多い。
本厨子 は,豊国分祀 という 「晴れ」の目的で製作されたと考えられるため,本箏 とは使用の
目的が異なることがわかる。
2.蒔絵螺鈿装飾の復興の背景
冒頭で既に触れた通 り,本箏及び本厨子の特徴である蒔絵 と螺鈿を併用 した装飾のはじまり
は平安時代後期の王朝文化の栄華期といわれる。




あげられる。《沢千鳥蒔絵螺鈿小唐櫃》は,燕子花や沢瀉が咲 く水辺に千鳥が舞 うとい うやま
と絵的な主題を研出蒔絵と螺鈿で表現 している。 ここに用いられている螺鈿に,柔 らかい乳白




たこと。夜光貝の入手が難 しくなったことなどが考えられる8)。一方,蒔 絵に関 して も高蒔絵
の完成によって蒔絵 に立体感が表すことができるようになり,その効果を高ある上で金銀の金
貝があらたに重要視 されるようになった。鮑貝の螺鈿は,個性の強い光沢のせいか,蒔絵 と併





の史料には,ヨーロッパ人たちが蒔絵装飾を好み,輸 出を奨励 し,そ してその製作にも積極的
に関与していたことが記 されている1')。また貝を用いた装飾 も,ヨーロッパ人好みの装飾であ
ることか ら12),当時,我 が国で主流であった高台寺蒔絵と螺鈿器を見たポル トガル人 ・スペイ
ン人たちが,両者を組み合わせることを新 しく提案 したと推測される。 これまでの我が国の漆
工芸の傾向をみると,輸出漆器が誕生 した頃に,既 に蒔絵螺鈿装飾が日本人たちの間で受容 さ




どの国際的貿易港を控え,ま たキリス ト教の布教活動が盛んに行われていたため,輸 出漆器を
眼にする機会 も多 くあったことが想像できる。 さらに,都か ら離れているため,よ り伝統に束
縛 されない自由な環境であり,こ うした土地柄が,輸 出漆器のような当時にあっては斬新な装
飾を受け入れたと考え られる。
しか も本厨子の奉納者である桑山重晴は茶人でもあり,山上宗二から直々に伝授された 『茶
器名物集』13)に「唐茶碗ハ捨 リタル也,当 世ハ高麗茶碗,今 焼茶碗,瀬戸茶碗以下迄 ナ リ」 と
記 されているように,新 しさへの追求を理想 としていたのではないだろうか。 こうした背景の
52
中で本箏や本厨子の発注者たちは 従来の高台寺蒔絵 のみでは飽 きたらず,そ こに新 しい表現
を取 り入れたと推測する。
3.蒔絵螺鈿漆器の位置づけ
イエズス会宣教師のジョアン・ロ ドリゲスは,著書 「日本教会史』(1620～24年成立)の 中
で当時の我が国の蒔絵事情について述べている14)。
(蒔絵)は あまりにも高価なので,領主や富豪だけが用いることができる。最 もこの種の
もので外見上 は一部分 これに似ているが,出来具合も,光沢 も値段 も大 いに異な り,それ
ほど高 くない別種のものもある。そしてこの第二種のものが王国における教養あ り名誉あ
る人士の間で盛んに用いられている。またこの第二種の良質のものよりはるかに劣るもの




うな階層を示 しているのか分からないが,輸 出漆器が第二種の中で も最 も質の劣 る蒔絵である
ことは明らかなようだ。確かに輸出漆器は,消紛,金 以外の蒔絵粉や,鮑 貝などの比較的低価
格15)な加飾材料を多 く用いている。 また螺鈿の整形方法があらく,蒔絵表現を簡略化 したも
のが多いため,品質的に低い蒔絵に属すると思われる。
ロ ドリゲスが提示する蒔絵の分類の参考 として,寛 永16年(1639)の「御手道具蒔絵之御
注文』16)をみると,「上」は濃梨地に高蒔絵を施 したもの。「中」は蝋色塗に高蒔絵を施 したも




い。本箏 は,黒漆塗に平蒔絵を施 していることから,ロ ドリゲスの分類か ら判断すると,第二
種 に位置すると思われる。ただし全体的に作業が丁寧でしかも,所々に梨地を用いていること
か ら,品質の点からみると輸出漆器 とは差があることがわかる。従って本箏の螺鈿 は,あ くま
でも好みの反映であって,価格を抑えるために用いているのではないと思われる。
本厨子も本箏と同様に第二種の蒔絵に属す ると思われる。本厨子は,金粉以外の銀粉などの
金属蒔絵粉を多用 しており,背面や側面の表現を簡略にし,さ らに螺鈿の扱い方があ らいため,





においても自分たちの好みに応 じた蒔絵を,品 質 ・値段等に関係な く自由に取 り入れていたこ
とが考え られる。 しか も,品質の低いと思われる蒔絵様式であっても,本厨子のように 「晴れ」
の目的に用いられることもあったのである。
4.結 び
中世か ら近世への移行期にあたる桃山時代は,戦乱の下剋上の世であり,伝統が崩壊 し新 し
い秩序が生まれようとす る活気に満ちた時代であった。 この時代 は,漆工の歴史の中でも一大
転換期であった。中世に完成 した高度な蒔絵技法は衰退 し,新 しい好みとして簡潔な蒔絵技法
である平蒔絵を用いた高台寺蒔絵が生まれた。 さらに来日したポル トガル人 ・スペイン人 らに
よって,高 台寺蒔絵を基調に,螺鈿を組み合わせた桃山様式の輸出漆器 も誕生 し,蒔絵の表情
がより豊かになったのである。 この新 しい蒔絵螺鈿装飾は,地方の新興の武家階層を中心に我
が国で も次第に受け入れ られるようになった。そのさきがけが 《立葵蒔絵螺鈿箏》や 《秀吉木
像入 り蒔絵螺鈿厨子》なのである。





これまでの研究では,国 内向けの漆器に与えた影響 という観 点に立 って論 じられることは極あ
て少なか った。 しか し蒔絵螺鈿装飾が桃山時代以降,我 が国で再び用いられるようになった背
景 には,こ の輸出漆器の存在が大きく関わっている可能性が強いのである。それゆえ本箏及び









4)龍甲部の葵科の植物 と蝶を組みあわせた図様は,《四季草花小禽図》(文化庁所蔵)に,類 似 した表現
がみられる。









10)この中世における金貝の嗜好に関 しては,南北朝時代の 『熊野神宮御神宝目録』に,当時奉納 された
蒔絵手箱の格付けが記されている。禁裏,仙 洞,将 軍家が奉納 した最も格の高い手箱は,金 蒔絵 の沃
掛地に蒔絵 と金貝を施 したものであり,その一方,諸 国の守護たちが奉納した手箱は,主 に梨地 に蒔
絵 と螺鈿を施 したものである。このように当時の蒔絵装飾において金貝の方が高 く評価されていたこ
とがわかる。





15)室町時代末期の 『諸芸方代物附』(「続群書類従』第33輯(上)巻第970)には,蒔 絵手箱を品質か ら
格付けし,それに応 じて蒔絵師の賃金を上中下に区分 した記載がある。それによると,上が五十貫,
下が二十五貫という。さらに,螺鈿の細工を行う青貝師の賃金の記載 もあり,上質な製作に関 しても
一貫二百 というように,蒔絵とかな りの差があることが記されており,螺鈿の価格の一参考 になると
思われる。
16)小池富雄 「寛永十六年六月吉日 幸阿弥清三郎良尚筆 「御手道具蒔絵之御注文」の研究」(『金鯱叢書」
第16輯,1989年)
17)鑞色塗 とは,上塗のあとに研磨して塗面の光沢をあらわ したもの。高台寺蒔絵,輸 出漆器は花塗(塗
放 し)のため,蝋色塗よりも作業が簡略化されているといえる。
〔付記〕本稿は,平成10年第154回意匠学会例会の口頭発表をもとに加筆 したものである。執筆にあたり,
作品調査に御協力戴きました御所蔵の皆様に感謝申 し上げます。
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